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EAFラオス総会開催さる
　さる８月29-30日、ラオスのルアン

プラバンにおいて第16回「東アジア・

フォーラム（EAF）」が13 ヵ国からの

総勢66名の参加を得て開催された（写

真）。日本から伊藤剛当評議会副議長、

山本大介双日総合研究所副所長、伊藤

将憲日本国際フォーラム事務局長等が

参加した。EAFはASEAN＋３首脳会

議の要請を受けて毎年各国の産官学の

代表者を一同に集め、東アジア地域協

力の具体的な方策を議論してきた。

　今回のEAFは、「持続可能な発展と繁

栄の促進」を全体テーマに、「開発ギャッ

プの縮小」、「起業家精神の育成」、「技術

革新に向けた地域協力」、の３つのセッ

ションで議論が行われたが、会議冒頭

の主催者を代表する挨拶で、ラオスの

サルムサイ・コンマシット外務大臣は

「東アジアの持続可能な発展と繁栄に

は経済成長が不可欠であり、EAFの協

議をつうじて、それを達成するための

具体的な戦略を見出したい」と述べた。

る。米朝間で直接交渉することによっ

て、米国の対北朝鮮政策における中国

の影響を減少させ、米国の対中政策、

特に貿易分野についてより強硬な対応

をとることを可能にしたからである。

実際米朝首脳会談の数日後に、米国は

中国に対して500億ドルの関税をかけ

ることを発表し、現在まで米中貿易戦

争と呼ばれる事態が進行している。

　米国による、鉄鋼、アルミなどに対

する関税の拡大は、貿易赤字の解消や

中間選挙に向けたアピールのためであ

り、大きな問題ではない。米国にとっ

て問題なのは、中国による知的財産の

侵害である。例えばAIやデジタルの新

技術は、これまでの軍事力の在り方を

大きく変化させる可能性を秘めてい

る。米国は、この新技術で中国に先ん

じられることを憂慮しているのである。

　日本にとって、こうした米中対立の状況

は一時的に追い風としてはたらくだろう。

中国側から対日改善の動きが拡大するこ

とが予測され、実際、日中間の緊急連絡メ

カニズムの合意が急遽実現した。ただ中

長期的には、米国側にくすぶる日本の同

盟の「軽乗り論」などが浮上することも考

えられ、日本の防衛路線に大きな影響を

及ぼすかもしれず、対応が必要である。

東アジアにおける日米中関係の行方
　北朝鮮の動向によって、目まぐるし

い変化をみせる東アジア情勢はさらに

一層の混迷を深めている。

　７月13日に開催された当評議会の第

79回政策本会議では、30年以上にわた

りアジア太平洋の外交・安全保障を取

材してきた秋田浩之日本経済新聞コメ

ンテーター（写真中央）を報告者に招

いて、標記のテーマにつき次のような

報告を聴いた。

　さる６月12日の米朝首脳会談以降の

北朝鮮の動向は、「順調に進展してい

る」とのトランプ政権の情報と逆行し

ている。米メディアの報道によると、

北朝鮮は複数の核施設で核兵器を増産

中で、弾道ミサイル発射車両などの生

産も続いているからである。ではなぜ

トランプ政権は、このようなハッタリ

を述べるのか。なぜなら、米国の対中

戦略においては成功しているからであ

東アジア食料安全保障
　本『会報』で既報のとおり、当評議

会はASEAN＋３首脳会議傘下の「東

アジア研究所連合（NEAT）」から委

嘱を受けて、本年６月以来NEAT「東

アジア食料安全保障メカニズムの再構

築」作業部会（WG）（主査：坪田邦夫

日本農業研究所客員研究員）を実施し

ているが、さる７月27日には、東京で

同WGの国際会合を開催した（写真）。

　当日は、日本、中国、韓国および

ASEANから計24名の専門家が出席

し、「ASEAN＋３緊急米備蓄（APTERR）

の現状と課題」、「食料安保メカニズム

の再構築に向けて」をテーマに議論を

行った。出席者からは「期間が過ぎた

災害用備蓄米を、貧困地域の学校給食

に転用させるためのシステムを構築す

べき」、「APTERRと他の食料安保メカ

ニズムの協力・連携を図るべき」など

の提案がなされた。―
・
・
・
―

　・・・　
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　さる７月13日に、当

評議会の第15回運営

準備会議および第21

回運営本会議が開催

され、前年度の「活動

報告案」、「収支決算

案」に加え、現行第

７期役員等の任期満了に伴う第８期の「役

員等名簿案」、「議員名簿案」が承認された。

　これに伴い、石垣泰司議長は副会長に、

渡辺繭常任副議長は議長に、伊藤剛議員

および藤崎一郎議員は副議長に、菊池誉

名副議長・事務局長は常任副議長・事

務局長にそれぞれ新任された。なお、伊藤

憲一会長は引き続き会長職に留任した。

　渡辺新議長は東大大学院修了後、

―・・・―

外国人労働者受け入れに思う
海外事業経営者　岡本　裕明

　このほど安倍首相が、日本への外国

人労働者受け入れ拡大を表明した。人

手不足が深刻な建設や農業、介護など

５業種を対象に制度整備を行うとい

う。

　日本では、知識集約型の労働より、

工場、工事現場、店舗といった現業の

比率が圧倒的に大きい。ところが知識

集約型の方が給与も労働環境もよいと

なれば当然、そちらを目指す若者が増

え、現場を支える労働力は不足してい

く。さらに少子高齢化による労働力の

長期的減少という根本問題もある。現

在の日本の労働力人口は6600万人、そ

れが2040年には1500万人減って5100万

人になる見通しである。

　今回の外国人労働者の受け入れ拡大

はまさにその穴を埋めることになる。

しかし、多くの外国人労働者にとって

日本は「稼げる国」であり、彼らは、

日本で稼いだお金をそのまま本国の家

族に送金している。

　日本政府は外国人労働者の家族帯

同を認めておらず、彼らにとって、

日本は「稼ぎに行くところ」で終わっ

てしまう。日本政府は高度な能力を

持っている移民希望者に広く門戸を

開けているが、外国人のほうが日本

に移民することに消極的なのが現状

である。

　ニッポンが「稼げる場所」であるだ

けでなく、「来て学びたい場所」とす

ることが先決ではないだろうか。

 （2018年６月16日付投稿）

　東アジア共同体評議会のホームページ（http://www.ceac.jp）上のｅ-論壇「百

家争鳴」への最近３ヶ月間の投稿論文を代表して、下記論文を紹介する。

百家争鳴から

８ /９　「航空会社の台湾表記問題に

関して」（鈴木馨祐）

８ /２　「最近の中国による脅威をど

うみるか」（中山太郎）

７/18　「金正恩による非核化がまやか

しで終わる危険性」（斎藤直樹）

最近３ヶ月間で注目されたその他の論文

―・・・―

７ /７　「中国の大学生と作ったAI原

則５条」（加藤隆則）

６/29　「アメリカはウルトラマンでは

ない」（篠田英朗）

６ /13　「中国の『一帯一路』問題は台

湾に聞け」（田村秀男）

CEAC活動日誌（６－９月）
６月10日、８月10日　『メルマガ東ア

ジア共同体評議会』（通巻第84号、

85号）発行

６月19日　第14回監査役会

７月９ -13日　NEAT「東アジア経済

共同体のブループリント作成に向

けて」WG（大連）（新谷大輔三

井物産戦略研究所アジア・中国・

大洋州室長）

７月10日　『CEAC E-Letter』（通巻第

68号）発行

７月13日　第15回運営準備会議、第21

回運営本会議、第79回政策本会議

（秋田浩之有識者議員他20名）

７月20-21日　NEAT「社会文化共同

体」WG（韓国・原州）（高橋邦

夫有識者議員）

７月24日　ZHONG Feiteng中国社会

科学院亜太与全球戦略研究院主任

他３名来訪（伊藤剛副議長他２名）

７月26-27日　NEAT「東アジア食料

安全保障メカニズムの再構築」

WG（坪田邦夫有識者議員他23名）

８月16日　NEAT「共生社会の創設」

WG（バンコク）（伊藤剛副議長）

８月22日　Eunmi CHOI韓国国立外

交院日本研究所教授来訪（菊池誉

名常任副議長他）

８ 月29-30日　 第16回EAF年 次 総 会

（ラオス・ルアンプラバン）（日本

より伊藤剛副議長他４名出席）

９月４日　LI Hu Nan中国延辺大学

教授来訪（菊池常任副議長）

運営本会議開催さる：渡辺繭議長等を選任
2000年日本国際フォーラムに入局し、

2004年の当評議会設立に携わり、2012

年副議長、2016年常任副議長等を経て、

2014-16年の「日中有識者交流事業」

では訪中代表団長を務める等、東アジ

ア民間交流の顔として活躍。現在、日

本国際フォーラム副理事長、グローバ

ル・フォーラム執行世話人を兼任。

渡辺繭議長
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